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警察庁におけるＩＴガバナンス・ＩＴマネジメントの推進体制の一部改正について

 （通達）　

警察における情報システムの整備及び管理に当たっては、警察庁においてＩＴガバナン

ス及びＩＴマネジメントを効果的に機能させる必要があるため、「警察庁におけるＩＴガ

バナンス・ＩＴマネジメントの推進体制」（令和４年12月１日付け警察庁丙技企発第19号

（以下「旧通達」という。）別添）に基づく体制を構築しているところであるが、生成Ａ

Ｉ等の人工知能関連技術の普及に伴い、同技術が情報システムの構成要素として組み込ま

れることが今後増加していくと見込まれることなどを踏まえ、別添のとおり「警察庁にお

けるＩＴガバナンス・ＩＴマネジメントの推進体制」を改正し、本日から実施することと

したので、事務処理上遺漏のないようにされたい。 

なお、旧通達及び「警察庁ＰＭＯ（Portfolio Management Office）の設置について（通

知）」（令和４年12月１日付け警察庁丙技企発第21号）は廃止する。 

 

 

   

     

 



別添 

 警察庁におけるＩＴガバナンス・ＩＴマネジメントの推進体制

 

第１　目的 

この規程は、警察における情報システムの整備及び管理に関する訓令（令和４年警察

庁訓令第11号。以下「システム訓令」という。）第６条の規定に基づき、警察庁におけ

るＩＴガバナンス及びＩＴマネジメントを機能させるために必要な体制を定め、もって

警察における情報システムの利用に係る業務を適正かつ円滑に実施するとともに、国民

の利便性の向上及び負担軽減並びに警察業務の合理化及び高度化を図ることを目的とす

る。 

 

 第２　定義

この規程における用語の意義は、それぞれ当該各号に定めるほか、システム訓令及び

警察情報セキュリティポリシー（警察における情報セキュリティに関する訓令（平成15

年警察庁訓令第３号）及び当該訓令に基づいて定められた情報セキュリティに関する事

項をいう。以下同じ。）における用語の例による。 

１　ＩＴガバナンス 

政府全体を統括するデジタル庁並びに各府省を統括するデジタル統括責任者及び副

デジタル統括責任者を中心とした体制において、サービス・業務改革並びにこれらに

伴う情報システムの整備及び管理に係る個々のプロジェクトを、全体的かつ適正に管

理するための仕組みを組織に組み込み、機能させることによって、政府情報システム

に係る課題解決のみならず、各組織の政策目的を実現し、個々のプロジェクトをマネ

ジメントするだけでは出し得ない価値（便益の実現、リスクの適正化、資源の適正化）

 を生み出していくための機構をいう。

 ２　ＩＴマネジメント

サービス・業務改革を支える情報システムの整備及び管理に係る各プロジェクトに

おいて、利用者が実感できる効果を確実に達成するため、情報システムを活用するプ

 ロジェクトの計画、整備、運営、状況把握の一連の活動をいう。

３　ＰＭＯ（Portfolio Management Office） 

 ＩＴ施策に関して各府省庁の全体を管理する機能を担う組織をいう。

４　ＰＪＭＯ（Project Management Office） 

 各プロジェクトを遂行し、その進捗等を管理する機能を担う組織をいう。

５　中長期計画 

デジタル社会の形成に向けた個別の情報システムに係る業務改革・経費削減等の方

 針や投資等の取組を具体化した５か年を基本とする中長期の計画をいう。

６　プロジェクト 

特定の対象範囲に対し、特定の目的、目標を実現するために、特定の期間に実施す



 る作業のまとまりをいう。

 ７  ＫＰＩ（Key Performance Indicator）

目標・戦略を実現するために設定した具体的な業務プロセスをモニタリングするた

 めに設定される指標のうち、特に重要なものをいう。

 ８  工程レビュー

ＰＪＭＯがプロジェクトを健全に進行させるために、ＰＪＭＯ及びＰＭＯがそれぞ

 れの視点でプロジェクトの状況を確認することをいう。

９　警察庁システム 

 警察庁が整備する警察情報システムをいう。

 10　ＡＩ関連技術

人工知能関連技術の研究開発及び活用の推進に関する法律（令和７年法律第53号）

 第２条に規定する「人工知能関連技術」をいう。

 

第３　組織体制 

 １　庁内全体管理

警察庁におけるＩＴガバナンスを機能させるため、サービス・業務改革並びにこれ

らに伴う警察庁システムの整備及び管理について、次のとおり庁内全体の管理を行う。 

 なお、庁内全体管理と各プロジェクトの管理の関係は別図のとおり。

(1)　体制 

 ア　デジタル統括責任者

デジタル統括責任者は、警察庁ＰＭＯ（警察庁に設置するＰＭＯをいう。以下

同じ。）の事務を統括するとともに、次に掲げる事務を行う。 

(ｱ) 各プロジェクトのプロジェクト推進責任者及び情報システム責任者の指名に

 関すること。

 (ｲ) プロジェクトの立ち上げ又は重要な変更の承認に関すること。

(ｳ) サービス・業務改革並びにこれらに伴う警察庁システムの整備及び管理に関

 する庁内外における高度な調整に関すること。

(ｴ) データの標準化、一元化及び品質の維持・向上の推進に向けた庁内に対する

 指示・調整に関すること。

(ｵ) データマネジメント推進のためのデータガバナンスの強化及びオープンデー

 タ化等におけるデータの利活用の推進に関すること。

 イ　副デジタル統括責任者

 副デジタル統括責任者は、次に掲げる事務を行う。

(ｱ) サービス・業務改革並びにこれらに伴う警察庁システムの整備及び管理に関

する重要事項につき、企画立案に関する事務及び関係事務の総括整理に関する

 こと。

 (ｲ) デジタル庁と警察庁ＰＭＯとの密接な連携に関すること。



 ウ　ＡＩ統括責任者

 警察庁にＡＩ統括責任者を置き、副デジタル統括責任者をもって充てる。

エ　警察庁ＰＭＯ 

(ｱ) 警察庁に警察庁ＰＭＯを置き、警察庁ＰＭＯの長として、長官官房参事官（情

 報化及び技術革新に関する総合調整担当）をもって充てる。

 (ｲ) 警察庁ＰＭＯの構成員は、警察庁ＰＭＯの長が指名する。

 (2)　ＡＩ統括責任者の事務

ＡＩ統括責任者は、警察庁の業務におけるＡＩ関連技術の活用に関する事務を統

 括する。

 (3)  警察庁ＰＭＯの事務

 警察庁ＰＭＯは、各ＰＪＭＯと連携・協力し、次に掲げる事務を行う。

 ア  計画管理

庁内の各プロジェクトの計画と整合性をもって、中長期計画を適正に推進する

 ため、次に掲げる事務を行う。

 (ｱ) プロジェクトの立ち上げ又は重要な変更の承認に関すること。

 (ｲ) 中長期計画に関する企画立案及び総合調整に関すること。

(ｳ) 中長期計画の進捗状況の定期的な把握及び進捗状況が順調と認められない場

 合における各ＰＪＭＯに対する必要な支援に関すること。

(ｴ) 中長期計画策定後のＫＰＩの把握及び成果が順調と認められない場合の各Ｐ

 ＪＭＯに対する必要な支援に関すること。

 イ  人材管理

庁内の各プロジェクト推進責任者等を管理するとともに、重点分野に人材が配

分され、順調に育成されるよう、人事担当部門と連携・協力の上、次に掲げる事

 務を行う。

(ｱ) 各プロジェクト推進責任者及び情報システム責任者名簿の作成及び更新に関

 すること。

 (ｲ) デジタル人材確保・育成計画に係る企画立案及び総合調整に関すること。

 (ｳ) デジタル関連の機構・定員要求の状況の把握に関すること。

 (ｴ) デジタル関連の実員配置、人材交流の状況の把握に関すること。

 (ｵ) デジタル人材の育成に係る企画立案に関すること。

 (ｶ) デジタル人材のスキル認定及び認定人材の配置状況の把握に関すること。

 ウ  予算管理

警察庁システムに係る予算について把握・管理するとともに、適正な内容とな

 るよう、会計担当部門と連携・協力の上、次に掲げる事務を行う。

(ｱ) 本予算及び補正予算の内容に関するデジタル庁への報告及び調整に関するこ

 と。

(ｲ) 本予算及び補正予算における要求状況の把握、予算額の調整及び内容の適正



 化に関すること。

(ｳ) デジタル庁に一括計上された予算に関する警察庁への予算の移替えに関する

 デジタル庁との調整に関すること。

 エ  執行管理

警察庁システムに係る予算の執行について、適正な執行内容となるよう、会計

 担当部門と連携・協力の上、次に掲げる事務を行う。

(ｱ) 警察庁システムに係る整備及び管理に関する事業の実施計画の作成に関する

 調整に関すること。

(ｲ) 警察庁システムに係るデジタル庁から配分された予算の執行状況の把握、各

 執行内容の適正化及びデジタル庁への報告・調整に関すること。

(ｳ) 工程レビューの対象プロジェクトの指定、工程レビューの管理及び実施に関

 すること。

(ｴ) 警察庁システムに係る運用・保守の実績状況を把握し、実績状況が適正と認

 められない場合における各ＰＪＭＯに対する必要な支援に関すること。

 オ  データマネジメントの推進

データガバナンスを強化し、データ品質の維持・向上とデータ利活用を推進す

 るために、関係各部局と連携・協力の上、次に掲げる事務を行う。

(ｱ) データマネジメント状況の把握と各ＰＪＭＯに対する支援・指導に関するこ

 と。

 (ｲ) データ流通を促すオープンデータの取組推進に関すること。

 カ  情報資産管理

警察庁システムに係る情報資産の状態及び所在を明らかにし、迅速な課題対応

等が可能となるよう、主に会計担当部門及び情報セキュリティ担当部門と連携・

 協力の上、次に掲げる事務を行う。

(ｱ) 警察庁システムにおける基本情報、情報システム責任者等、システム構成（ハ

ードウェア、ソフトウェア、クラウドサービス、ネットワーク、データセンタ

ー）、取扱情報等の情報資産の定期的な棚卸し等の管理に関すること。 

 (ｲ) 情報資産の再利用に関する総合調整に関すること。

 キ  ＰＪＭＯ支援

各ＰＪＭＯが行うサービス・業務改革並びにこれらに伴う警察庁システムの整

備及び管理に関し、データマネジメント及びオープンデータの取組を推進すると

ともに、プロジェクトのリスクの適正化を図り、成功に導くため、各ＰＪＭＯに

 対する必要な支援を行う。

 ク  システム監査管理

警察庁システムに係るシステム監査を効率的に実施するために主に会計担当部

門及び情報セキュリティ担当部門と連携・調整し、システム監査計画に係る企画

 立案を行う。



 ケ  警察庁システムに係る文書管理

庁内におけるＩＴガバナンス及びＩＴマネジメントに係る文書の作成、更新、

 周知、定着等を行う。

 コ  デジタル人材の業務環境整備

デジタル人材が、その能力を最大限発揮できるよう適切に役割分担を定め、担

当するプロジェクト等が目指す成果について認識共有を図る、把握した情報を広

 くデジタル人材に共有するなどデジタル人材の業務環境の整備を行う。

 サ  連絡調整窓口

サービス・業務改革並びにこれらに伴う警察庁システムの整備及び管理に関

 し、デジタル庁との連絡調整を行う。

 シ  非常時対応

感染症の拡大、大規模災害の発生等の非常時に対応するためのシステム開発・

 改修について、予算管理や執行管理等の適切な支援を行う。

 ２　プロジェクト管理に係る体制

対象となるプロジェクトを統括・推進するため、各プロジェクトに、次に掲げる者

 から構成されるＰＪＭＯを設置する。

 (1)　体制

ＰＪＭＯは、各プロジェクトに係る情報システムの計画、整備、運営、状況把握

を計画的に実施する組織であり、その体制は、プロジェクトの成否に影響を与える

重要なものである。プロジェクトを通して把握した問題点等に基づいて制度及び業

務の見直しを行うなど、プロジェクトを成功させる上で制度所管部門及び業務実施

部門がプロジェクトに主体的に参画することが不可欠であることから、次に掲げる

プロジェクト推進責任者、プロジェクト推進管理者、情報システム部門の管理者・

担当職員のみならず、制度所管部門、業務実施部門等を含むものとし、その構成者

をプロジェクト計画書の中で明らかにするものとする。ただし、情報システム部門

が制度所管部門及び業務実施部門の役割を全て兼ねているときはこの限りではな

 い。

また、利用者視点でのサービス・業務改革を実現するためには関連する組織間の

役割分担を見直すことも必要であり、プロジェクトを推進するに当たってこのよう

 な見直しを行える実効的な体制を確立するものとする。

 ア　プロジェクト推進責任者

ＰＪＭＯに、プロジェクト推進責任者を置き、デジタル統括責任者が指名する

ものとする。プロジェクト推進責任者は、プロジェクト計画書の策定をはじめ、

サービス・業務改革並びにこれらに伴う警察庁システムの整備及び管理に関する

 事項についての企画立案に関する事務を総括する。

 イ　プロジェクト推進管理者

ＰＪＭＯに、プロジェクト推進管理者を置き、プロジェクト推進責任者が指名



するものとする。プロジェクト推進管理者は、プロジェクトの管理等の観点から

 プロジェクト推進責任者を補佐する。

 ウ　情報システム責任者

プロジェクトにおける情報化に関する事務を担う情報システム部門の責任者と

して情報システム責任者を置くものとし、デジタル統括責任者が指名するものと

する。情報システム責任者は、プロジェクト推進責任者及びシステムセキュリテ

 ィ責任者が兼務することができるものとする。

 エ　情報システム管理者

情報システム責任者を補佐するものとして、情報システム管理者を置くものと

し、情報システム責任者が指名するものとする。情報システム管理者は、プロジ

ェクト推進管理者及びシステムセキュリティ維持管理者が兼務することができる

 ものとする。

 (2)　留意事項

プロジェクトの各種活動の中でも、サービス・業務企画は、正にプロジェクトが

実現した将来像を具体化するものであり、利用者にとって真に有効な情報システム

 を構築する上で重要なプロセスである。

したがって、プロジェクトに関する制度所管部門及び業務実施部門を中心として

利用者の視点でのニーズ把握と業務の現状把握と分析を行った上で、プロジェクト

の制約条件、前提条件、リスク及び問題点を抽出し、それらの解決に向けた企画案

 を作成していくものとする。

 

第４　その他 

１　ＡＩ統括責任者及びＰＪＭＯは、この通達のほか、「行政の進化と革新のための生

成ＡＩの調達・利活用に係るガイドライン」（令和７年５月デジタル社会推進会議幹

 事会決定）に即して具体的な作業を実施するものとする。

２　警察庁ＰＭＯ及びＰＪＭＯは、この通達のほか、「デジタル・ガバメント推進標準

ガイドライン」（令和７年５月デジタル社会推進会議幹事会決定）に即して具体的な

作業を実施するものとする。
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